
 

⽯形成層幹細胞システム理研ECL研究ユニット（2024） 

理研 ECL 研究ユニットリーダー ⽯ 東博（Ph.D.） 
 
(0) 研究分野 s 

分科会：生物 
キーワード：二次成長、形成層、幹細胞、環境応答、形態形成 

 

(1) 研究背景と研究目標 
多くの植物はその生涯にわたって成長し続けることができる。幹細胞は植物の持続的な成長に

重要な役割を果たしており、中でも形成層幹細胞は植物の二次成長の原動力となって、陸上植

物の巨大化に貢献した。形成層幹細胞はさまざまな細胞種へ分化しながら、自らを維持し、季

節などの環境に応じて活性を変化させるなど、周りの細胞と協調して実に多様な機能を果たす

が、その仕組みの多くはまだ解明されていない。私たちの研究ユニットはこの機構を明かすこ

とで、成長における植物らしさを細胞レベルで理解し、動植物の生存戦略の違いを探っていく。
 

(2) 2024年度成果と今後の研究計画 
(A)植物の二次成長を司る新規分子機構の解明 

当ユニットはこれまで植物の胚軸における二次成

長過程(図１)を、発生生物学の観点から研究して

きており、2024年10月に、ドイツ・ポツダム大学

より理研・環境資源科学研究センター(横浜事業

所)に異動した。 

これまで、シングル核RNA-seq解析によって、シ

ロイヌナズナの胚軸の二次成長中の細胞種特異的

な遺伝子発現パターンを明らかにし、プレプリン

トに報告し(Zhao et al., bioRxiv, 

DOI:10.1101/2023.04.05.535530, 2023)、本年度

は国際学会でも成果を発表した(発表論文等3)。 

 

今後の計画 1）シングル核RNA-seq解析では、木部特異的に発現するCLE遺伝子を新規に同定し

ている。CLEペプチドファミリーは、シロイヌナズナで30種類以上の遺伝子が見つかってお

り、様々な機能を果たすことが報告されている。これまでは篩部で発現するCLEが二次成長を

制御することが報告されているが、木部で発現するCLE遺伝子の機能は知られていない。今後

は二次成長過程におけるこのCLE遺伝子の機能を明らかにするとともに、局所的遺伝子操作シ

ステムと、免疫染色によるペプチドの組織内局在の可視化を組み合わせることで、ペプチドの

生体内の動態を定量的に明らかにし、ペプチドホルモンによるシグナル伝達の本質的理解を深

めることを狙う。 

(B)植物におけるシングルセルRNA-seq解析の技術開発  

シングルセル解析は、これまで組織レベルでしか解析されてこなかった遺伝子発現情報など

を、単一細胞レベルで得る高解像度の解析手法であり、様々な細胞種が入り混じり、解剖で単

離できないような組織では強力なツールである。当ユニットはシングルセル解析を用いて明ら

かにした成果を上記のプレプリントを報告したが、植物でのシングルセル解析は固有の技術的

な障害もあり、まだ適用が少ないのが現状だ。本年度では、植物を用いたシングルセル解析を

行う際に考慮すべき点をまとめた総説や、技術紹介(発表論文等1,2)を発表し、これまで得ら

れた知見や技術の共有を行った。 

 

今後の計画 様々な植物におけるシングルセル解析のハードルが高い一つの理由にコストの高

さも挙げられる。マルチプレックス化などの技術開発を進めることによって、１解析あたりの

コストを下げるとともに、様々な植物種、組織でシングルセル解析が可能になるよう技術開発

 

図 1  シロイヌナズナ胚軸の二次成長模式図 



を進める。 

 

(C) 樹木の形成層の制御機構 

樹木において、形成層幹細胞は植物体全体に存在する最も多い幹細胞である。しかし、四季に

わたってそれらの幹細胞がどのように協調して、機能的な組織を作り出すべく、自己増幅や分

化の制御が行われているかについては不明なところが多い。 

今後の計画 樹木のモデル種であるポプラを用いて、形成層の制御機構を明らかにすべく、研

究を行う。 
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